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【
業
報
】

第
二
十
九
回
例
会

【
日
時
】
平
成
二
十
五
年

(
M
2
3
二
月
二
十
四
日
(
日
)

【
場
所
】
南
養
一

O
五

【
発
表
】

①
藤
松
弘
武
氏
「
近
世
後
期
の
猫
の
文
芸
に
つ
い
て
」

②
中
本
茜
氏

「
キ
リ
シ
タ
ン
版
『
太
平
記
抜
書
』
の
神
仏
表
現
」

③
加
美
甲
多
氏

「
諸
本
関
係
か
ら
見
た
『
沙
石
集
』
説
話
の
方
法
と
意
義

ー
中
世
期
か
ら
近
世
期
へ
の
転
換
の
中
で
|
」

第
三
十
回
例
会

【
日
時
】
平
成
二
十
五
年

(
N
2
3

【
場
所
】
南
養
一

O
五

【
発
表
】

①
演
村
修
氏

--・』
A
Y

「
大
伴
旅
人
の
情

ー
亡
妻
歌
、
銭
別
歌
、
旅
人
挽
歌
を
読
ん
で
|
」

四
月
十
四
日

(
日
)

②
構
端
悠
朗
氏

「
定
家
の
「
野
外
柳
」

ー
定
家
の
作
意
と
後
鳥
羽
院
の
解
釈

l
」

の
歌
を
め
ぐ
っ
て

第
三
十
一
回
例
会

【
日
時
}
平
成
二
十
五
年

(
N
2
3
七
月
七
日

【
場
所
】
南
養
一

O
五

【
発
表
】

①
槍
垣
駿
氏

「
新
古
今
当
代
歌
人
の
星
の
和
歌
に
つ
い
て
」

②
渡
辺
知
美
氏

「
『
と
は
ず
が
た
り
』
考
二
条
か
ら
見
た
東
二
条
院
」

③
玉
越
雄
介
氏

「
『
百
人
一
首
』
九
十
九
番
歌
考

ー
後
鳥
羽
院
と
藤
原
良
経
と
の
関
係
か
ら

l
」

(
日
)
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第
三
十
二
回
例
会

【
日
時
】
平
成
二
十
五
年

(
M
O
己
)
九
月
二
十
二
日
(
日
)

【
場
所
】
南
鍵
一

O
五



【
発
表
】

①
太
田
丈
也
氏

「
無
住
と
長
母
寺

|
入
山
の
経
緯
と
『
沙
石
集
』
執
筆
の
意
図
|
」

②
川
口
陽
子
氏

「
『
源
氏
物
語
』
須
磨
流
離
に
お
け
る
光
源
氏
の
「
罪
」
」

③
周
防
朋
子
氏

「
御
伽
草
子
『
四
十
二
の
も
の
あ
ら
そ
ひ
』
と

『
伊
勢
物
語
』
古
注
釈
」

第
三
十
三
回
例
会

【
日
時
】
平
成
二
十
五
年

(
M
2
3
十
二
月
一
日

【
場
所
】
南
曇
一

O
五

【
発
表
】

①
中
川
は
づ
き
氏

「
仏
教
説
話
に
お
け
る
動
物
考

ー
『
日
本
霊
異
記
』
を
中
心
に
|
」

(
日
)

②
吉
田
唯
氏

「
悌
光
寺
の
神
腕
受
容
の
背
景
に
つ
い
て

ー
悌
光
寺
関
係
の
伝
記
と
後
醍
醐
天
皇
と
い
う
存
在
|
」

第
三
十
四
回
例
会

【
日
時
】
平
成
二
十
六
年

(
M
O
Z
)

二
月
二
十
三
日
(
日
)

【
場
所
】
南
費
一

O
五

【
発
表
】

①
溝
端
悠
朗
氏

「
定
家
の
「
大
内
の
花
見
」
の
歌
に
つ
い
て

ー
「
述
懐
の
心
」
を
め
ぐ
っ
て
|
」
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②
山
本
贋
子
氏

「
大
田
垣
蓮
月
の
平
井
家
(
醍
醐
寺
の
旧
坊
宮
家
)

宛
書
簡
に
つ
い
て
」
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第

六

号

を

お

届

け

し

ま

す

。

今

回

も

、

諸

先

生

方

お

よ

び

若

手

の

研

究

者

の

論

文

を

収

載

す

る

こ

と

が

で

き

、

大

変

う

れ

し

く

思

っ
て
お
り
ま
す
。

今

年

度

は

、

文

墓

談

話

会

に

参

加

さ

れ

て

い

る

吉

田

唯

先

生

が

博

士

号

を

授

与

さ

れ

、

ま

た

小

田

剛

先

生

が

『

式

子

内

親

王

全

歌

新

釈

』

を

、

内

田

美

由

紀

先

生

が

『

伊

勢

物

語

考

|

成

立

と

歴

史
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背

景

』

を

新

典

社

か

ら

刊

行

な

さ

い

ま
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た

。

心

よ

り

お

祝

い

申

し

上

げ

ま

す

。

新

し

い

参

加

者

も

増

え

て

お

り

、

今

後

益

々

充

実

し

、

安

定

し

た

研

究

の

場

と

な

る

よ

う

、

第

七

号

刊

行

に

向

け

て

尽

力

し

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

今

後

と

も

何

卒

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま
す
。

最

後

に

な

り

ま

し

た

が

、

今

回

第

六

号

を

刊

行

す

る

に

あ

た

り

、

龍

谷

大

学

親

和

会

よ

り

助

成

を

頂

き

ま

し

た

。

こ

の

場

を

借

り

て

心

よ

り

御

礼

申

し
上
げ
ま
す
。
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